
顧
炎
武
「
五
方
之
音
説
」
と
そ
の
批
判

ー
毛
奇
齢
・
銭
大
所
の
所
説
を
中
心
に
i

は
じ
め
に

(i} 

、
一
蹴
炎
武
(
…
六
六
八
4

一)

を
出
発
点
と
し
て
、
そ
の
古
音
十
部
説
を
精
密
化

し
て
い
く
か
た
ち
で
進
展
し
て
い
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い

(3) 
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
立
息
子
五
番
』
中
の
一
番
で
あ
る
『
易
音
』

に
み
え
る
、
乾
卦
・
家
伝
に
つ
い
て
の
顧
炎
武
の
説
と
、
そ
れ
に
対

{

4

}

(

5

}

 

す
る
毛
奇
齢
(
一
六
二
一
一
一
i
一
七
二
ハ
〉
、
銭
大
析
(
一
七
三
八

1
一八

o
m〉
ら
の
批
判
を
中
心
に
、
一
臓
炎
武
の
上
古
音
研
究
が
同
時
代
や

後
世
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す

る
つ
ど
の
よ
う
に
と
い
っ
て
も
、
本
稿
の
主
眼
は
、
ト
一
吉
音
分
部
の

学
説
史
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
…
期
間
見
え
て
く

る
で
あ
ろ
う
、
願
炎
武
の
青
韻
観
や
靖
代
学
術
の
あ
り
方
、
ま
た
そ

れ
を
規
制
す
る
儒
教
と
い
う
枠
組
み
に
驚
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を

、

か

じ

め

確

認

し

て

お

い

て

い

。

の

渡

選

大

一
.
顧
炎
武
の
「
五
方
之
音
説
」

ま
ず
論
議
の
対
象
と
な
る
『
周
回
初
』
乾
卦
の
家
伝
を
引
く
。
(
以
下
、

問
題
と
な
る
字
に
は
傍
点
を
付
し
、
〔
〕
内
に
そ
の
宇
の
『
広
韻
』

に
お
け
る
所
属
韻
留
を
記
す
っ
ま
た
四
声
に
つ
い
て
は
適
宜
省
略
す

る
。
)

、

、

大
哉
乾
一
兆
(
上
平
二
十
二
一
光
〕
。
寓
物
資
始
。
乃
統
天
〔
下
平

品
物
流
形
〔
下
平
十
五
青
〕
。
大
明
終
始
。

、

前
川
〕
。
時
一
来
六
瀧
。
以
御
天
〔
下
平
一
先
〕
。
、

{
去
間
十
一
ニ
映
〕
。
保
合
大
和
。
乃
利
貞
〔
下

、

前
内
閣
成
事

(64) 

、

六
位
時
成

乾
道
鑓
化
。

7ん
白

山

門

凶

d

サ
サ
J
命

日
1
J
l
U
工
f
L

問
題
は
「

ぴ〉

「

成

」

「

命

」

の

押

韻

状

と
い
う
点
に
あ
る
。
顧
炎
武
は
、
自



身。〉
所?

清
〕
也
、

日

1葉
山之
iY光以

1腕
我

Jぉ生

経響、(
←i旬、真

3ペ仁 白

口 組

也勺

方号

機
、

(7)

四

時

成

湯

武

革

命

。

蝦

、

《
免
〉
〉
日
吋
説
以
利
貞
〔
清
〕
。
是

{
真
ど
。
於
《
節
》
日
「
天
地
節
市
四
時

、

、

成
節
以
制
度
。
不
傷
財
。
小
~
佐
官
民
〔
真
ど
。
於
『
繋
辞

(8) 

縛

』

日

叶

君

不

焼

毘

不

密

則

失

身

。

幾

事

不

、

防
相
川
則
骨
折
成
〔
滑
に
の
皆
従
「
人
」

!苦
主ロ

以
耕、

耕

名、

清
'-' 口古苛

生、離
公騒
I~' 込=

〕以

名、

清

徹、従

遺告、
/よλ 認
A~t t.，.; ..__; 

身、

真 T

、

、

吋

九

〔

炭

)

生

〔

肢

〕

{

情

〕

鳴

〔

庚

〕

、

、

、

征
(
清
川
成
{
掛
例
〕
従
人
〔
真
)
讃
。
筒
秦
模
之
番
亦
時
有
之
。

又
如
つ
大
」
吋
叫
が
二
ん
予
言
輿
「
異
」
「
諒
」
同
韻
者
也
。
問

、

、

、

、

、

《
乾
》
象
縛
形
{
背
)
成
(
芭
貞
〔
清
〕
寧
〔
摺
〕
皆
従
一
大
〔
先
〕
讃

、

、

、

、

、

Tv〈
一
一
諸
問
』
正
(
消
〕
精
{
椅
〕
情
〔
情
〕
平
〔
成
〕
皆
従
天
〔
先
〕
諜

、

、

、

《
訟
》
象
簿
成
〔
楕
)
正
〔
情
)
皆
従
淵
{
先
〕
議
。
《
大
器
》
象

、

、

、

億
五
(
J

滑
〕
従
資
〔
先
)
天
〔
先
〕
議
。
又
《
持
品
》
象
樽
《
臨
》

、

、

《
組
問
》
《
栃
》
一
一
一
象
侍
一
止
〈
清
〕
従
命
〔
去
間
十
三
映
〕
今
呉

「
耕
」
「
清
」
皆
作
「
国
間
内
」
立
問
。
以
此
知

此
惇
以
平
去
通
矯

(65) 

-
蟻
」
の
各
韻
は
、
「
文
・
股
・
…
冗
・

魂
・
痕
・
・
閥
・
山
・
先
・
仙
」
の
各
韻
と
と
も
に
、
顧
炎

武
の
古
音
十
部
説
で
は
、
第
四
部
に
属
し
て
い
る
。
一
方
、
「
耕
・
清
・

青
」
の
各
韻
は
、
こ
の
ほ
か
に
下
平
声
十
二
「
庚
」
韻
の
一
部
を
加

(9} 

え
、
第
八
部
に
所
属
す
る
。
問
題
と
な
る
乾
卦
の
象
伝
に
却
し
て
い

え
ば
、
三
時
九
」
「
天
~
「
命
」
}
は
第
四
部
、
「
形
」
「
成
」
「
貞
」
「
寧
」

は
第
八
部
に
属
す
字
で
あ
り
、
こ
れ
ら
七
字
に
押
韻
関
係
を
認
め
る

と
、
そ
こ
を
媒
介
と
し
て
第
四
部
と
第
八
部
の
隔
て
が
崩
れ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
。
顧
炎
武
と
し
て
は
素
直
に
は
韻
字
と
認
め
ら
れ
な

い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
顧
炎
武
自
身
、
も
挙
げ
て



い

る

よ

う

に

、

ゃ

に

は

、

こ

れ

ら

が

押

韻

状

況

に
あ
る
こ
と
を
ポ
す
用
例
が
数
多
く
み
ら
れ
、
こ
の
乾
卦
・
象
伝
に

お
い
て
も
七
字
が
押
韻
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
も

ま
た
事
実
で
あ
る
の
そ
こ
で
顧
炎
武
は
、
こ
の
問
題
を
当
時
の
方
一
一
一
一
口

背
に
起
関
す
る
も
の
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
雅
音
か
ら
は
は
ず
れ
た
押

韻
例
と
し
て
処
理
し
た
の
で
あ
る
つ
「
民
一
辞
競
不
蹴
ハ
耕
椅
育
相
通
。

然
古
人
於
耕
精
青
韻
中
字
往
往
讃
入
員
一
存
諜
韻
者
賞
係
方
音
之
不
向
、

来
可
以
矯
擦
也
(
真
誇
蝶
な
ど
第
四
部
と
耕
情
青
な
ど
第
八
部
は
お
互
い

に
抑
韻
し
あ
う
こ
と
は
な
い
の
し
か
る
に
古
人
に
お
い
て
耕
清
脅
な
ど
第
八

郎
の
韻
字
の
中
に
枝
々
に
し
て
真
詳
擦
な
ど
第
間
部
の
も
の
が
ま
さ
る
の
は

万
一
点
音
に
よ
る
も
の
に
違
い
な
く
、
こ
れ
ら
を
拠
り
所
と
し
て
古
音
分
部
を

決
定
す
る
こ
を
は
で
き
な
い
ご
と
い
う
の
は
、
そ
の
謂
い
で
あ
る
。

で
は
、
一
蹴
炎
武
が
何
を
も
と
に
し
て
吉
者
分
部
を
考
え
た
か
と
い
う

と
、
「
一
一
昨
三
百
五
籍
並
無
此
音
(
『
持
続
』
三
百
五
篇
の
中
に
は
こ
の
よ
う

な
用
例
は
ひ
と
つ
も
な
い
ご
と
い
う
こ
と
ば
が
吊
す
よ
う
に
、
一
-
詩
経
』

で
あ
っ
た
り
一
蹴
炎
試
は
、
『
持
経
』
に
お
い
て
は
第
八
部
所
属
学
と

第
四
部
所
属
学
が
押
韻
す
る
例
が
な
い
た
め
に
、
『
詩
経
』
を
基
準

と
し
て
、
宮
川
開
斜
n
h

や
『
楚
辞
』
の
方
を
方
一
一
誌
に
よ
る
不
規
則
則
な
押

韻
例
で
あ
る
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
の
こ
の
文
章
の
結
び
に
鐙
か
れ

て
い
る
「
五
方
之
音
維
製
人
有
不
能
改
者
(
友
誌
の
音
に
は
聖
人
で
あ

っ
て
も
改
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ご
と
い
う
こ
と
ば

に
は
、
古
音
分
部
に
お
い
て
最
も
基
礎
と
す
べ
き
資
料
は
司
詩
経
』

で
あ
る
と
い
う
一
顧
炎
武
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
発

言
が
そ
の
後
、
物
議
を
か
も
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
こ
れ
を
「
五
方
之
音
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
以
下
、
こ

れ
に
対
す
る
批
判
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
一
毛
奇
齢
に
よ
る
顧
炎
武
「
五
方
之
音
説
」
批
判

毛
奇
齢
は
、
一
顧
炎
武
よ
り
十
歳
年
下
の
、
ほ
、
ほ
問
時
代
の
人
物
で

あ
る
つ
そ
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
古
文
尚
書
菟
詞
』
が
翻
若
壊
の

『
尚
書
古
文
疏
誰
』
に
対
抗
し
て
書
か
れ
た
よ
う
に
、
論
争
好
き
で

知
ら
れ
て
い
る
つ
音
韻
関
係
の
著
作
と
し
て
は
、
『
古
今
通
韻
』
十

二
巻
、
『
易
韻
n

中
西
巻
が
四
庫
全
警
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
ο

そ
の
司
古

今
通
韻
』
の
提
要
に
、
「
回
定
書
偽
排
斥
一
顧
炎
武
音
島
十
五
警
部
作
」
ど

あ
る
よ
う
に
、
一
蹴
炎
武
の
古
者
十
部
説
に
対
抗
し
て
古
音
五
部
説
を

唱
え
た
が
、
そ
の
説
は
、
「
多
く
の
資
料
を
、
時
代
を
顧
議
す
る
こ

と
な
し
に
綜
合
し
た
た
め
に
、
そ
の
各
部
、
が
互
い
に
通
、
ぜ
ざ
る
は
な

く
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
吉
音
を
明
ら
か
に
す
る
一
役
に
は
立
た
な
か
っ

も
の
で
あ
る
と
い
う
の

(66) 

で
は
、
上
古
音
を
、
第
(
宮
)
部
「
東

(
商
)
部
「
真
文
元
寒
制
先
ヘ
第
三
(
角
)

第
四
(
徴
)
部
「
支
微
替
佳
灰
」
、

第



五

(

羽

)

部

に

分

部

し

て

い

る

が

、

こ

れ

ら

が

、

い

わ
ゆ
る
詩
韻
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
詑
意
さ
れ
る
の
今
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
乾
卦
・
象
伝
の
文
字
に
つ
い
て
、
詩
韻
韻
目
と

毛
奇
齢
市
青
五
部
説
に
お
け
る
所
属
先
を
み
て
み
る
と
、
元
{
一
千

第
二
部
〕
、
天
〔
先
・
第
二
部
〕
、
形
(
青
・
第
一
部
〕
、
成
{
庶
・
第
…
部
〕
、

天
〔
先
・
第
二
部
〕
、
命
(
敬
(
庶
と
相
配
す
る
去
声
韻
)
・
第
…
部
)
、
貞
〔
凌
ィ

第
7
部
〕
、
事
〔
庶
・
第
…
部
〕
と
な
り
、
一
顧
炎
武
問
様
や
は
り
部
を

異
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
毛
奇
齢
は
こ
れ
を
両
界
説
な
る
も
の
に
よ

っ
て
通
韻
と
み
な
す
。
一
向
界
と
は
、
入
荷
額
を
も
っ
部
(
第
一
部
「
東

冬
江
陽
庶
脊
蒸
」
、
第
二
部
「
真
文
元
寒
制
先
仏
、
第
五
郎
「
俊
一
製
塩
威
」
)
と
、

持
た
な
い
部
(
第
一
二
部
「
魚
虞
新
肴
豪
歌
麻
尤
」
、
第
関
部
「
支
微
掛
佳
氏
L
〉

の
こ
と
で
、
入
戸
一
搬
を
持
つ
部
開
土
(
あ
る
い
は
持
た
な
い
部
関
士
)

に
通
抑
関
係
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
宅
奇
齢
は
こ
の
ほ
か
に
も
ヲ
…

声
」
「
間
合
」
な
ど
の
説
を
導
入
し
、
ま
さ
に
互
い
に
遇
、
ぜ
ざ
る
は

な
し
と
い
う
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
顧
炎
武
が
、
司
詩
経
h

の
押
鎖
倒
を
も
と
に
、
そ
の
結
果
を
吋
広
韻
』
に
投
影
す
る
と
い
う
、

そ
の
後
の
上
古
音
研
究
の
一
基
礎
作
業
と
し
て
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
方
法
に
よ
っ
た
の
に
対
し
て
、
毛
奇
齢
は
持
韻
に
よ
り
考
察

を
進
め
て
い
る
点
で
、
荷
分
部
の
優
劣
は
明
ら
か
で
あ
る
。
顧
炎
武

本
昔
b

、
毛
奇
齢
の

の
立
場
を
端
的
に

。〉カミ

と
い

て
い
る
の
だ
が
、
ま
こ
と
に
由
庫
提

の
#
む
の

要
(
吋
古
今
過
韻
告
が

の
説
を
評
し
て
「
蓬
其
病
点
不
以

工
口
北
問
。
又
一
小
知
古
人
之
音
締
世
轡

(
そ
の
欠
点
は
、
お
音
そ
の
も
の
か
ら
古
音
の
体
系
を

削
執
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
高
音
と
い
う
も
の
は
時

代
に
し
た
が
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
何
も
か
も
一
緒
く
た
に
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
そ
う
で
あ
る
ご
と
い
う
通
り
な
の
で
あ
る
。
一
向
分
部

て
、
次
に
、
毛
奇
齢
に
よ

オと
め

す:概
1'- 比

菊。〉

て
の

る
職
炎
武
批
判
を
み
よ
う
の

毛
奇
齢
は
、
内
易
韻
』
の
序
に
お
い
て
、
「
一
殿
氏
:
:
:
妄
以
惰
代
階

儒
一
時
杜
撰
之
作
、
反
織
機
製
一
縦
、
謂
郷
昔
、
謂
士
音
、
謂
非
正
韻
、

則
罪
大
惑
梅
不
可
道
央
(
瀬
氏
は
:
:
・
み
だ
り
に
階
代
の
桟
陪
な
学
者
の

作
っ
た
杜
撰
な
韻
書
を
た
よ
り
に
、
あ
ろ
う
こ
と
か
聖
経
を
検
証
し
て
、
方

言
だ
の
、
な
ま
り
だ
の
、
正
し
い
音
で
は
な
い
な
ど
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ

の
罪
の
大
き
さ
は
一
言
い
表
せ
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
ご
と
顧
炎
武
を
非
難
し
て

い
る
。
こ
れ
、
が
、
吋
易
韻
』
な
る
審
物
の
序
に
お
け
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
一
顧
炎
武
の
「
五
方
之
苦
難
聖
人
有
不
能
改
者
」
と
い

う
発
言
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
「
郷

音
」
「
土
音
」
「
非
正
韻
」
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
は
顧
炎
武
の
す
弱

音
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
毛
奇
齢
が
、
司
易
韻
』
の
該
当
箇
所
に
、
「
顧

氏
不
識
韻
妄
一
広
、
天
淵
ニ
宇
古
典
異
諒
同
韻
者
也
。
市
乾
象
博
形
成

貞
寧
皆
従
天
鶴
、
郎
文
一
一
一
一
口
訟
象
大
畜
象
倶
然
。
此
呉
人
讃
耕
清
矯
根

(67) 



親
之
封
制
位
。
以
是
知
五
方
矧
樹
、
雄
聖
人
有
不
能
改
者
二
と
こ

と
さ
ら
に
表
現
を
変
え
て
引
用
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
さ
て
、

こ
の
非
難
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
単
な
る
学
説
の
対
立
で
は
な
く
、

『
絹
易
』
と
い
う
散
荷
物
に
対
す
る
両
者
の
態
度
の
違
い
で
あ
る
。
毛

奇
齢
が
顧
炎
武
自
身
は
用
い
て
い
な
い
「
郷
音
」
「
土
音
」
「
非
正
韻
」

と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
た
の
は
、
翠
経
で
あ
る
吋
一
期
日
初
』
を
顧
炎
武

に
よ
っ
て
愚
一
山
汗
さ
れ
た
と
.
感
じ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
毛
奇
齢
は
嘘
嘩
好
き
で
有
名
で
あ
っ
た
。
毛
奇
齢
が
『
経

間
加
に
お
い
て
顧
炎
武
、
関
若
議
、
胡
滑
の
三
人
の
み
を
名
指
し
で

批
判
す
る
の
は
、
こ
の
三
人
だ
け
が
「
博
学
蓑
望
」
で
攻
撃
す
る
に

足
る
と
み
な
し
、
他
の
人
間
は
戴
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

(ロ)

る
と
い
う
の
江
落
合
礎
学
部
承
記
』
に
お
い
て
、
関
若
議
、
胡
摺
が

勢
一
鎖
に
震
か
れ
、
腕
γ

炎
武
が
持
尾
を
飾
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え

(
日
)

あ
わ
せ
て
も
、
自
身
の
才
能
を
侍
む
気
持
ち
が
人
…
倍
強
い
毛
奇
齢

に
と
っ
て
、
一
蹴
炎
武
は
絡
好
の
喧
嘩
相
手
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
だ

が
、
毛
奇
齢
の
『
易
議
』
執
筆
の
動
機
は
、
単
な
る
功
名
心
か
ら
で

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
抑
制
郷
音
、
調
土
昔
、
謂
非
正
韻
」

と
い
う
表
現
は
、
審
き
付
け
る
ほ
ど
に
増
隠
し
て
い
く
毛
奇
齢
の
怒

り
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
で
、
単
な
る
修
辞
と
は
思
え
な
い
の
で

あ
る
。
顧
炎
武
の
「
五
方
之
音
説
」
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
反
応
は

毛
奇
齢
、
だ
け
に
探
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
こ
れ
に
関
連
し
て
、
次
に
、

〈
刊
門
)

顧
炎
武
に
宛
て
た
帰
荘
(
二
ハ
一
三

1
一
六
七
一
一
一
)

る。

の
官
官
札
を
挙
、
げ

兄
前
幸
一
国
自
ユ
一
一
向
精
於
音
韻
之
幕
、
著
書
巴
成
、
弟
未
及
見
、
但

友
人
顔
停
兄
論
音
韻
必
旨
上
古
、
謂
孔
子
未
免
有
誤
、
此
語
大

骸
人
藤
。
因
此
度
兄
向
学
金
博
、
僻
Aa
甚
。
将
不
濁
音
額
一
鵠
然
、

其
他
議
論
俗
或
類
比
、
不
亦
迂
怪
之
甚
者
乎
。
綿
子
語
迂
、
寧

子
知
其
不
免
、
況
又
加
之
以
怪
乎
。
此
平
生
故
入
所
以
切
切
憂

之
、
岡
駅
兄
抑
緊
智
之
過
、
以
就
中
庸
品
。

(
前
問
い
た
だ
き
ま
し
た
手
紙
に
音
韻
の
学
を
き
わ
め
著
書
も
完
成
さ

れ
た
と
あ
り
ま
し
た
9

ま
だ
私
は
拝
見
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
友
人
の

話
で
は
、
音
韻
は
き
っ
と
上
吉
に
の
っ
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
か
、
孔

子
も
誤
り
を
免
れ
な
い
と
か
い
う
主
張
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の

よ
う
な
設
は
開
く
も
の
を
大
変
驚
か
せ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
推
し

量
り
ま
す
に
、
大
兄
は
学
問
が
進
む
ほ
ど
に
ま
す
ま
す
偏
頗
ぶ
り
が
ひ

(68) 

ど
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ひ
と
り
音
韻
の
学
の
み
な
ら
ず
、
他
の

議
論
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
傾
向
で
あ
れ
ば
迂
遠
様
誌
な
る
こ
と
こ

の
k
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
綿
子
の
語
が
迂

遠
で
あ
る
こ
と
で
、
単
子
は
彼
が
そ
の
舎
を
免
れ
な
い
こ
と
が
分
か
つ

た
そ
う

そ
の
上
に
さ
ら
に
姪
識
の
説
を
加
え
た
と
な
れ
ば
、

そ
れ
は
v

も
う
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
常
々
私
が
切



に
姪
え
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
Q

瀬
わ
く
、
ば
、
ど
う
ぞ
大
兄
に
は
緊

智
の
行
き
過
ぎ
を
ほ
ど
ほ
ど
に
な
さ
れ
て
中
庸
に
つ
か
れ
ま
す
よ
う

こ
の

町
広
韻
』
関
縦
の
翌
年
に
あ
た
る
康

(
げ
)

熊
七
年
(
二
ハ
ム
ハ
八
〉
に
警
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
孔
子
米
免
有
誤
」

が
、
こ
れ
ま
た
、
明
易
者
』
に
お
け
る
麟
炎
武
の
発
一
一
一
一
口
を
揺
す
こ
と
、

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
が
、
顧
炎
武
と
親
交
一
厚
く
、
帰
奇
顧
協
は

〔
魂
奇
訂
以
は

(
H
H

奇
人
変
人
〉
)
と
な
ら
、
び
称
さ
れ
た
帰
荘
の
手
に
な
っ

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
一
顧
炎
武
の
『
臼
弱
音
』
に
お
け
る
「
五
方
之
音
雄

翠
人
有
不
能
改
者
」
と
い
う
発
一
一
一
一
間
が
引
き
起
こ
し
た
波
紋
の
大
き
さ

が
知
れ
る
。
毛
奇
齢
の
「
五
方
之
音
説
」
に
し
め
し
た
反
応
も
当
時

仁
お
い
て
は
決
し
て
突
飛
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
瀬
炎
武
の
『
田
川
易
b

に
関
す
る
見
解
は
『
日
知
録
』
の

巻
之
…
に
五
十
条
ほ
ど
が
み
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
『
日
知
録
』
の

間
関
践
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
顧
炎
武
の
『
周
回
初
』
に
対
す

る
態
疫
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
内
容
を
み
て

〈
同
日
)

も
、
『
潟
易
』
の
価
鑑
を
疑
う
よ
う
な
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
司
自
知
録
』
巻
二
十
…
「
易
韻
」
条
に
は
、
「
孔
子
作

象
象
待
用
韻
、
叢
本
経
有
韻
而
侍
掠
韻
。
此
聖
人
述
市
不
作
以
古
震

師
部
不
都
也
(
孔
子
が
象
伝
象
訟
に
議
文
を
用
い
た
の
は
、
お
も
う
に
経

文
が
韻
を
踏
ん
で
い
る
の
に
も
と
づ
い
て
伝
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
の
で
あ

ろ
う
の
こ
れ
は
ま
さ
に
聖
人
が
祖
述
す
る
の
み
で
創
作
は
せ
ず
、
た
だ
ひ
た

す
ら
に
古
の
道
を
模
範
と
し
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
な
ど
と
い
う
一
言
及
が
み
え
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
顧
炎
武
が

孔
子
を
聖
人
と
し
て
認
め
て
お
り
、
疑
め
よ
う
と
い
う
意
図
な
ど
な

い
と
い
う
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
顧
炎
武
は
、
儒
教
経

典
と
し
て
の
コ
何
回
釦
』
の
価
値
を
疑
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

の
「
五
方
之
音
説
」
は
、
上
古
音
研
究
に
お
け
る
基
礎
資
料
と
し
て

の
『
詩
経
』
の
絶
対
的
価
値
を
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
、
明
音
学
五
番
』
紋
に
お
け
る
「
三
百
五
篇
古
人
之
音
書
也
(
『
詩

経
』
一
一
一
百
五
一
議
は
古
の
者
韻
体
系
を
今
に
の
こ
す
韻
書
な
の
で
あ
る
ご
と

い
う
表
現
と
表
裏
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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銭
大
析
に
よ
る
顧
炎
武
批
判

乾
嘉
の
学
、
同
一
六
派
を
代
表
す
る
碩
学
で
あ
る
銭
大
析
の
学
問
は
、

史
学
を
基
底
と
し
て
、
経
義
、
声
韻
、
訓
話
、
地
理
、
暦
法
に
お
よ

び
、
博
綜
か
つ
探
究
と
称
さ
れ
る
。
古
無
軽
唇
音
説
な
ど
音
韻
に
つ

い
て
も
一
家
を
成
し
て
い
た
銭
大
析
に
よ
る
「
五
方
之
音
説
」
批
判

を
、
今
、
次
に
引
く
『
潜
研
堂
文
集
』
巻
十
五
「
答
間
十
二
」
の
中

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。



間

吉
今
品
一
一
回
音
韻
者
、
皆
以
虞
諒
矯
一
類
、
耕
清
鶏
一
類
、
部

孔
子
賛
易
於
此
一
問
類
往
一
往
瓦
用
。
鹿
山
顧
氏
盟
諸
五
方
之
音

雄
袈
入
有
不
能
改
者
。
信
有
之
乎
。

(
十
日
今
の
音
韻
を
論
ず
る
も
の
は
、
み
な
真
一
詩
を

類
と
し
、
耕
清

コイ

類
と
し
て
い
ま
す
が
、
孔
子
が
易
に
伝
を
つ
け
る
に
あ
た

っ
て
こ
の
両
類
は
し
ば
し
ば
通
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
顧
炎
武
は
そ
れ

を
方
昔
前
音
と
み
な
し
聖
人
に
も
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ

る
の
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
〉

此
一
瀬
氏
之
経
於
持
論
以
一
孔
之
見
窺
郷
聖
人
也
。
夫
士
女

之
誠
吟
認
旨
浅
近
、
翠
緊
之
制
作
義
一
理
問
削
深
。
深
財
難
境
、

穫
期
易
知
o

q
七
月
』
末
章
巴
有
妓
音
。
『
清
廟
』
一
什
半
疑

無
韻
、
非
無
銭
也
、
吉
音
久
市
失
其
縛
耳
。
夫
依
形
尋
磐
雄

常
人
可
以
推
求
、
縛
注
般
借
非
遼
人
不
能
通
機
段
。
如
侶
一
以
備

努
求
音
、
期
終
謂
騒
鼠
之
諸
暢
、
勝
子
雅
頒
之
饗
牙
。
而
周

公
亦
関
於
方
音
突
、
有
是
理
平
。

:
:
e
(
中
略
)
:
:
:
駿
氏
知

正
音
部
不
知
縛
昔
、
有
得
絡
部
不
綿
入
者
、
別
殺
之
於
方
音
。

姦
不
然
也
。
五
方
言
語
不
通
知
英
一
間
不
知
其
官
、
是
之
謂

拘
於
方
。
如
「
賞
」
一
脚
質
切
亦
議
如
「
瀦
」
、
「
久
」
議
如
「
九
」

亦
讃
如
「
九
」
、
日
針
路
博
皆
兼
用
之
、
此
正
聖
人
不
拘
方
音
之
競
。

「
民
」
「
一
平
」
「
天
」
「
淵
」
亦
猶
是
耳
。
顧
可
以
経
議
盟
十
一
人
哉
。

(
そ
れ
は
一
蹴
氏
が
軽
率
に
持
論
を
も
ち
だ
し
、
せ
ま
い

-

6

J

川

川

1
4

、，ノ

を
mmσ
ヲ

つ

て
聖
人
の
境
地
を
窺
お
ラ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
詩
経
』
は
若
い

男
女
の
吟
詠
し
た
も
の
で
そ
の
内
容
は
浅
薄
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

一
方
、
程
一
一
賢
の
制
作
に
か
か
る
『
周
易
』
は
、
そ
の
義
理
は
深
遠
で

あ
る
。
深
け
れ
ば
理
解
し
が
た
い
し
、
浅
け
れ
ば
当
然
分
か
り
ゃ
す

い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
顧
炎
武
自
身
が
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い

る
『
詩
経
』
に
お
い
て
、
臨
愚
「
七
月
」
の
末
輩
に
は
「
周
波
」
韻
字

で
あ
る
「
殻
」
が
「
東
」
韻
字
で
あ
る
「
沖
」
字
と
押
韻
す
る
と
い

(
川
口
)

う
岐
音
の
例
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
四
四
煩
「
清
廟
之
什
」

の
大
半
の
章
に
つ
い
て
、
無
韻
を
疑
っ
て
い
る
が
、
な
に
も
こ
れ
は

無
韻
な
の
で
は
な
く
て
、
古
音
が
久
し
く
~
伝
承
を
失
っ
た
も
の
な
の

(
初
)

で
あ
る
つ
字
形
を
手
が
か
り
に
字
音
を
求
め
る
こ
と
は
常
人
に
も
で

(70) 

き
る
が
、
転
注
や
復
措
に
よ
っ
て
そ
れ
を
考
察
す
る
と
な
る
と
達
人

で
な
け
れ
ば
難
し
い
の
で
あ
る
。
た
だ
諾
芦
符
の
み
に
よ
っ
て
字
膏

を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
日
出
風
の
韻
律
は
の
び
や
か
で
、
雅
頒
の
ご

イコ

/) 

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て

贈
公
も
が
か
〕
一
諮
問
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
ど

う
し
て
そ
ん
な
は
ず
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
:
:
:
一
顧
氏
は
正
音
を
知
る

の
み
で
転
者
ー
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
理
解
が
な
い
た
め
、
互
い
に
蹴

離
し
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
状
況
が
う
ま
れ
る
と
す
ぐ
に
方
言
斎
に

か
こ
つ
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
甚
だ
し
い
間
違
い
で
あ

る
の
方
言
だ
か
ら
通
じ
な
い
の
だ
と
い
う
一
点
張
り
で
、
ほ
か
の
か



法
を
し
ら
な
い
、
こ
れ
を
ま
さ
に
「
方
に
拘
わ
れ
る
〔
H
枠
に
と
ら

わ
れ
て
融
通
性
を
失
う
ど
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

学
は
神
質
の
切
で
あ
る
が
、
ま
た
「
満
」
昔
に
読
み
拾
す
場
合
が
あ

吋
九
」
者
で
読
ま
れ
る
が
、
ま
た
「
凡
」
者
で
読

み
な
す
場
合
が
あ
る
。
易
伝
は
こ
の
正
音
と
転
音
と
を
兼
用
し
て
い

り、「久一」

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ま
さ
に
悪
人
は
方
言
音
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
ど
な
か
っ
た
こ
と
の
誌
な
の
で
あ
る
。
「
民
」
「
平
」
「
天
い
「
淵
」

の
問
題
も
す
べ
て
同
様
で
あ
る
。
ど
う
し
て
軽
々
し
く
袈
人
の
し
わ

ざ
に
つ
い
て
議
論
な
ど
で
き
よ
う
も
の
か
)

や
は
り
銭
大
析
も
一
織
炎
武
の
「
五
方
之
膏
説
」
に
批
判
的
で
あ

っ
た
。
『
詩
経
』
と
『
蔚
易
』
と
い
う
審
物
の
成
り
立
ち
を
考
え
れ

ば
、
そ
れ
は
(
儒
教
的
な
立
場
に
お
け
る
)
当
然
の
帰
結
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
毛
奇
齢
も
銭
大
折
、
も
向
様
な
の
で
あ
る
が
、
毛

奇
齢
の
古
音
忍
部
説
、
か
顧
炎
武
の
吉
音
十
部
説
に
劣
っ
て
い
た
の
に

対
し
、
銭
大
析
は
『
詩
経
』
を
根
本
資
料
と
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る

一
線
炎
武
自
身
が
、
『
詩
本
音
』
に
お
い
て
処
理
し
切
れ
て
い
な
い
部

分
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
額
炎
武
の
学
校
の
不
備
を
突
き
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
る
か
た
ち
で
、
「
五
方
之
音
説
」
を
批
判
し
て
い
る
の
が

注
目
さ
れ
る
。
銭
大
析
が
そ
の
た
め
に
導
入
し
た
の
は
、
玉
音
、
転

音
な
る
概
念
で
あ
っ
た
。
銭
大
析
は
そ
れ
ら
を
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
つ

宙

人

亦

有

文

字

偏

券

相

誇

謂

之

正

音

、

語

一
一
罰
清
濁
相
近
、
調
之
縛
膏
。
音
之
正
有
定
問
音
之
縛
無
方
。
五

音
可
以
分
別
部
居
、
縛
音
刻
祇
就
一
宇
相
近
、
般
借
互
用
市
不

通
於
乞
字
。

其
以
智
一
持
者
如
「
難
」
血
〈
「
那
了
磐
梯
近
、
故
「
灘
」
以
「
難
」

而
入
「
歌
」
韻
。
「
難
」
又
血
〈
「
泥
」
相
近
、
故
「
欝
」
以
「
難
」

雨
入
「
替
」
韻
、
非
謂
「
歌
」
「
替
」
阿
部
之
字
謹
可
合
於
「
寒
」

「
樟
」
山
也
。
:
:
中
路
:
:

其
以
義
持
者
如
「
紹
」
之
義
矯
「
身
」
即
譲
「
紹
」
如
身
。

詩
「
無
渇
爾
紹
」
輿
「
天
」
矯
韻
。
易
《
震
》
「
不
子
其
抑
制
、

子
其
潟
」
、
「
躯
」
輿
「
斜
」
韻
、
非
謂
「
馬
県
」
「
先
」
之
字
整

可
合
子
「
東
」
「
鍾
」
也
。

(
吉
に
も
ま
た
一
宇
で
数
通
り
の
読
み
方
の
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ

の
読
音
が
文
字
の
偏
奔
に
合
致
し
て
い
る
も
の
を
正
音
と
い
い
、
読
み

方
の
近
い
も
の
を
転
音
と
い
う
の
で
あ
る
。
五
音
に
は
一
定
の
法
則
が

あ
る
が
、
転
音
に
は
そ
う
い
う
決
ま
り
が
な
い
。
正
音
は
部
に
分
か
つ

こ
と
が
で
き
る
が
、
転
音
は
た
だ
あ
る
特
定
の
字
と
な
ん
ら
か
の
共
通

(71) 

性
が
あ
れ
ば
ト
仮
借
し
あ
っ
て
通
用
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
他
の
宇
に
ま

で
及
ぶ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。



音
声
高
の
共
通
性
に
よ
る
転
音
の
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
「
難
」

に
は
「
那
」
と
戸
母
に
お
い
て
共
通
性
が
あ
る
た
め
、
「
難
」
を
構
成

要
素
と
す
る
「
慨
}
が
「
歌
」
韻
の
字
と
押
韻
す
る
こ
と
が
あ
る
つ
ま

た
、
「
難
」
に
は
「
泥
」
と
声
母
に
共
通
性
が
あ
る
た
め
「
難
」
を
構

成
要
素
と
す
る
「
鱗
」
が
「
斉
」
韻
と
押
韻
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
「
歌
」
「
斉
」
阿
部
の
字
が
こ
と
ご
と
く
「
寒
」
「
一
桓
」

韻
と
通
押
す
る
の
で
は
な
い
。
'
:
:
中
路
・
:

意
味
の
共
通
性
に
よ
る
綜
音
の
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
「
紹
」
の
意

味
は
「
身
」
で
あ
る
た
め
「
抑
制
い
を
「
身
」
字
の
字
音
で
読
む
こ
と
が
あ
る
。

町
一
一
府
経
』
の
「
熱
、
過
欝
躯
」
で
は
「
天
」
と
韻
を
踏
ん
で
い
る
つ
明
朗
易
』

一
燦
卦
の
吋
一
小
子
其
朝
、
子
其
郷
」
で
は
、
「
抑
制
」
は
「
都
」
と
押
一
韻
し

て
い
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
真
」
「
先
」
韻
の
字
が
こ
と
ご

と
く
平
沢
」
「
鍾
」
の
績
と
践
を
踏
む
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
)

五
音
と
は
、
結
声
符
に
も
と
づ
く
、
い
わ
ば
正
規
の
音
で
あ
る
。

方
、
総
音
は
変
知
的
字
音
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
声
母
あ

る
い
は
字
義
の
共
通
性
と
い
う
一
定
の
条
件
の
下
、
本
来
の
字
音
で

な
く
、
他
字
の
音
で
読
ま
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
だ
ろ
う
。

も
と
よ
り
通
常
は
正
吾
に
も
と
づ
き
押
韻
す
る
の
で
あ
る
が
、
転
音

で
押
韻
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
を
知
ら
ず
に
疋
音
で
読
も
う
と
す
る

の
で
押
韻
の
認
定
と
分
部
と
の
拐
に
蹴
艇
が
じ
る
、
と
い
う
の

が
銭
大
析
の
主
張
で
あ
る
9

た
し
か
に
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

定
の
状
況
の
下
で
た
ま
た
ま
部
立
て
を
超
え
て
変
則
的
に
押
韻
し
て

い
る
だ
け
で
、
分
部
そ
の
も
の
に
は
何
の
影
響
も
な
い
わ
け
で
あ

る
。
銭
大
訴
は
、
先
に
挙
げ
た
「
古
今
一
一
一
一
回
音
韻
者
、
比
自
以
異
諒
一
潟
一

類
、
耕
清
矯
一
一
類
一
五
々
」
条
の
中
で
、
顧
ノ
炎
武
が
お
手
上
げ
で
あ
っ

た
『
四
月
易
』
《
未
済
》
の
「
極
」
「
正
」
、
《
革
》
の
「
煎
」
「
蔚
」
「
君
」
、

《
議
》
の
「
凶
」
「
正
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
立
派
に
押
韻
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
転
音
説
を
用
い
て
一
証
明
し
て
み
せ
た
う

え
で
、
さ
ら
に
「
象
停
無
不
韻
之
句
、
務
此
三
卦
顧
氏
一
所
不
能
通
市

井
州
問
主
(
文
、
殊
失
関
疑
求
是
之
宮
(
象
伝
に
は
韻
を
踏
ま
な
い
句
は
な

い
の
に
、
た
だ
こ
の
一
一
一
卦
だ
け
は
顧
炎
武
も
と
う
と
う
理
解
で
き
ず
に
、
そ

の
文
を
削
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
疑
わ
し
き
は
続
き
、
た
だ
真
実
を

(72) 

の
本
旨
に
惇
る
行
為
で
あ
る
ご
と
騒
炎
武
を
非
難

求
め
る
と
い(
忽
)

し
て
い
る
。

銭
大
析
が
、
「
顧
氏
謂
字
止
有
一
昔
、
於
吉
人
問
問
讃
者
、
組
指

矯
方
音
(
顧
炎
武
は
ひ
と
つ
の
字
げ
い
は
た
だ
ひ
と
つ
の
読
み
方
し
か
認
め
な

か
っ
た
た
め
に
、
古
人
の
読
み
方
、
が
正
音
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
と
そ
れ
を

方
言
と
い
う
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た
ご
と
喝
破
し
た
と
お
り
、
一
顧
炎
武

の
「
五
方
之
音
説
」
は
、
協
一
韻
を
認
め
な
い
と
い
う
顧
炎
武
の
立
場

か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

2
Z
E
に
「
古
詩
無
叶
音
」
と
い
う

節
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
顧
炎
武
は
、



音
は
今
音
と
は
異
な
る
独
自
の
一
貫
し
た
体
系
を
有
し
て
お
り
、

字
に
唯
一
の
正
し
い
字
音
、
が
あ
る
」
と
す
る
一
色
音
説
(
お
本
資
説
)

に
立
っ
て
お
り
、
協
議
税
と
相
容
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ

の
た
め
に
ど
う
し
て
も
押
韻
関
係
を
説
明
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
る

と
「
五
方
之
音
説
」
で
処
理
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
転
音
説

と
協
韻
説
と
の
違
い
は
、
「
存
人
有
韻
之
文
主
音
多
市
梓
音
少
、
財

調
特
立
問
矯
協
間
無
不
可
。
如
以
五
音
矯
協
別
儀
到
甚
突
。
(
お
の
韻
文

は
足
音
が
多
く
転
音
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
転
音
も
協
韻
と
い
え
な

く
は
な
い
。
し
か
し
正
音
が
協
韻
し
て
い
る
と
み
な
す
の
は
本
末
転
倒
も
甚

(
お
)

だ
し
い
ご
と
銭
大
析
が
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
銭
大
析
の
転

者
説
は
、
正
音
説
を
維
持
し
つ
つ
、
そ
こ
に
、
一
部
、
協
韻
説
的
な

考
え
方
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
『
詩
経
』
の
押
韻
状
況
に
は
合
わ
な

い
抑
践
例
を
変
則
的
な
も
の
と
し
て
認
め
な
が
ら
、
古
音
の
部
立
て

自
体
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
事
態
の
打
開
を
は
か
っ
た

も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
明
潜
研
堂
文
集
』
や
『
十
駕
斎
養
新
録
』

に
は
、
一
蹴
炎
武
の
「
五
方
之
音
説
」
に
対
す
る
非
難
と
と
も
に
、
転

(
判
的
)

音
説
が
誇
ら
し
げ
に
語
ら
れ
て
い
る
の
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は

そ
の
ひ
と
つ
を
と
り
あ
げ
て
本
節
の
締
め
く
く
り
と
し
よ
う
。

知
一
字
不
妨
数
奇
、
部
襟
其
執
儀
正
、
執
震
轄
、
然
後
能
知

音
。
知
一
一
…
百
籍
之
昔
、
然
後
無
疑
子
易
之
音
。
予
概
深
愛
顧
氏

出
惜
其
未
達
乎
繋
音
之
饗
品
。

学
む
数
通
り
の
読
昔
が
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
こ
と
を
知
り
、
そ

の
ど
れ
が
正
音
で
ど
れ
が
転
音
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
て
は
じ
め

て
お
音
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
詩
』
一
一
一
百
篇
の
音
韻
に
通
じ
て

は
じ
め
て
吋
易
」
一
の
音
に
つ
い
て
も
迷
わ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
私
は

顧
炎
一
武
の
k
吉
青
研
究
に
お
け
る
考
吉
の
功
績
を
高
く
評
価
す
る
け
れ

ど
も
、
精
し
い
か
な
、
医
音
に
通
じ
る
の
み
で
転
音
に
は
通
じ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
)

む
す
び

以
上
、
願
炎
武
の
「
五
方
之
音
説
」
に
対
す
る
批
判
を
、
毛
奇
齢

と
銭
大
析
の
も
の
を
中
心
に
み
て
き
た
。
そ
こ
に
は
単
な
る
学
説
の

対
立
だ
け
で
な
く
、
儒
教
と
い
う
存
在
が
彼
ら
の
思
考
を
規
制
す
る

枠
組
み
と
し
て
濃
い
影
を
落
と
し
て
い
る
の
が
看
取
さ
れ
た
。
彼

ら
は
音
韻
資
料
と
し
て
吋
詩
』
と
『
易
』
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か

と
い
う
問
題
と
同
時
に
、
儒
教
の
'
経
典
と
し
て
両
者
を
ど
う
価
値
ゃ
つ

け
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
な
か
に
孔
子
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て

い
く
か
と
い
う
問
題
む
も
直
面
し
て
い
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
例
え

ば
、
毛
奇
齢
に
よ
る
「
此
皆
宋
皐
解
経
随
習
、
不
可
不
大
整
疾
呼
以

救
正
之
者
。
国
復
著
易
韻
以
絃
世
惑
。
(
こ
れ
ら
は
み
な
宋
学
に
よ
る
経

典
研
究
の
弊
害
で
、
ど
う
し
て
も
芦
を
大
に
し
て
正
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

(73) 



そ
こ
で
私
が
さ
ら
に
『
易
韻
』
と
い
う
審
物
を
著
し
て
世
の

(
町
山
}

虚
妄
を
取
り
去
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
ご
と
い
う
発
一
一
一
一
口
も
、
単
な
る
朱

子
嫌
い
の
揚
明
学
者
に
よ
る
宋
学
批
判
と
み
る
だ
け
で
は
十
分
で
は

な
い
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
銭
大
析
は
転
音
説
を

提
出
す
る
こ
と
で
学
説
そ
の
も
の
の
精
度
を
高
め
て
い
る
の
と
問
時

に
、
儒
教
経
典
と
し
て
の
『
潟
易
』
の
尊
厳
確
保
に
も
一
役
買
っ
て

い
た
。
梁
啓
超
は
、
『
清
代
学
術
概
論
』
に
お
い
て
、
{
一
一
苔
余
年
の

学
術
史
を
総
合
し
て
、
全
世
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
一
一
一
一
一
口
で
い
う
な

ら
ば
、
『
復
古
を
も
っ
て
解
放
と
し
た
』
こ
と
で
あ
る
。
第
一
歩
は
、

宋
の
古
に
復
し
、
一
土
学
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
第
二
歩
は
、
漠
・
唐
の

お
に
復
し
、
程
・
朱
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
第
一
一
一
歩
は
、
前
漢
の
古
に

復
し
、
許
慎
・
鄭
玄
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
第
四
歩
は
、
先
秦
の
古
に

復
し
、
い
っ
さ
い
の
伝
注
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
す
で
に
先
秦
の
古
に

復
し
た
以
上
、
孔
・
設
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
い
か
ざ
る
を

(
幻
}

え
な
い
よ
と
述
べ
て
い
る
っ
た
し
か
に
そ
の
通
り
で
は
あ
る
の
だ
が
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
の
こ
と
を
認
め
る
と
問
時
に
、
務
代
の
学
術
自
体
に

自
身
を
儒
教
の
中
に
埋
、
役
・
沈
潜
さ
せ
て
い
く
契
機
が
存
在
し
て
い

る
の
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
銭
大
析
に
よ
る
顧
炎
武
説
の
止
揚

も
儒
教
の
坪
外
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
彼
ら
を
包
み
込
む

(
お
}

儒
教
と
い
う
建
造
物
の
堅
牢
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

廠
炎
武
に
対
す
る
批
判
は
「
五
方
之
音
説
」

も
の
で
あ
る
の

に
関
わ
る
も
の
ば
か

り
で
な
く
、
そ
の
音
韻
観
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
顧
炎
武
の
音
韻

観
は
、
古
音
は
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
今
音
は
そ
の
正
し
い
音
か
ら

逸
脱
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
音
韻
衰
退
史
観
と
で
も
い
う
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
。
『
音
学
五
書
』
絞
の
「
天
之
未
喪
斯
文
、
必
有
聖
人

復
起
、
暴
今

E
之
音
市
還
之
淳
古
者
(
天
が
斯
文
を
滅
ぼ
さ
な
い
の
で

あ
れ
ば
~
い
つ
の
日
か
き
っ
と
聖
人
が
再
び
現
れ
て
今
日
の
音
韻
を
取
り
上
げ

て
淳
朴
で
あ
っ
た
古
の
す
が
た
に
か
え
す
こ
と
で
あ
ろ
う
ご
と
い
う
こ
と

ば
も
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
音
韻
観
に
対
す
る
当

時
の
い
ぶ
か
り
は
、
帰
荘
の
手
紙
の
中
に
も
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い

た
が
、
古
音
十
部
説
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
江
永
(
一
六
八
一

1
一七

六
二
)
も
、
『
古
韻
標
準
』
例
一
一
一
一
向
に
お
い
て
「
顧
氏
音
皐
五
帯
一
一
回
血
〈
愚

之
古
韻
標
準
、
皆
考
古
存
吉
之
宮
一
回
、
非
能
使
之
復
十
日
也
(
顧
炎
武
の
『
音

学
五
番
』
も
私
の
『
古
韻
標
準
』
も
上
吉
の
苦
韻
を
検
討
し
保
ち
続
け
さ
せ

る
審
物
で
は
あ
る
が
、
現
状
を
昔
の
状
態
に
還
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も

の
で
は
な
い
ご
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
王
鳴
護
士
七
二
一
一
1
…七

九
七
)
の
『
十
七
史
商
権
b

巻
八
十
一
一
「
麿
以
前
音
皐
誇
書
」
に
は
、

次
の
よ
う
な
挿
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(74) 

回
皮
肉
未
起
、
呼
臼
、
打
せ
久

青
主
笑
臼
、
子
平
日
好
談
吉
音
、
今
何

古
音
天
呼
者
一
打
、
明
呼
若

突。忽
自
味
之
平
の



仲
亡
。
故
育
、
王
以
此
戯
之
。
然
刻
古
可
好
不
可
泥
也
。
(
顧
炎
武
が

侍
山
の
家
に
投
指
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
一
殿
炎
武
が
割
に
な
っ
て
も

起
き
て
こ
な
い
の
で
、
徳
一
山
が
起
こ
し
に
や
っ
て
き
て
、
「
打
ぜ
久
実
」

と
芦
を
か
け
た
の
一
鱗
炎
武
は
何
の
こ
と
だ
か
わ
か
ら
ず
に
た
ず
ね
る
と
、

縛
山
は
、
「
君
は
い
つ
も
吉
者
を
論
じ
て
ば
か
り
い
る
の
に
3

何
だ
今

の
は
分
か
ら
な
か
っ
た
の
か
い
」
と
か
ら
か
っ
た
Q

一
般
炎
武
も
お
も
わ

ず
苦
笑
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
吉
音
で
は
「
天
」
は
「
打
」
の
よ
う
に

読
み
、
「
明
」
は
「
せ
」
の
よ
う
に
読
む
。
そ
こ
で
徳
山
は
こ
れ
を
つ

か
っ
て
〔
お
音
で
も
っ
て
「
も
う
外
は
明
る
く
な
っ
て
い
る
ぞ
」
と
声

を
か
け
〕
一
般
炎
武
を
か
ら
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
古
を
好
む
の
は

よ
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
拘
泥
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
だ
)

こ
れ
も
一
際
炎
武
の
音
韻
観
が
当
時
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
た
か
を
示
す
ア
話
柄
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
江
落
の
つ
木
学
淵
源
記
』

(
幻
)

に
は
、
一
顧
炎
武
と
親
交
の
厚
か
っ
た
李
閤
篤
(
…
六
一
一
一
一

1
一
六
九
二
)

が
毛
奇
齢
と
古
音
に
つ
い
て
論
じ
た
際
に
、
意
見
が
合
わ
ず
、
毛
奇

齢
が
「
強
掛
川
」
し
た
た
め
、
李
国
篤
は
憤
滋
ゃ
る
か
た
な
く
、
剣
を

(

判

記

}

抜
い
て
斬
り
か
か
っ
た
と
い
う
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
話
を
あ
わ
せ
読
む
と
、
そ
れ
ら
が
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と

も
か
く
、
と
か
く
し
か
つ
め
ら
し
い
印
象
を
与
え
る
靖
代
古
音
学
も

血
の
通
っ
た
人
間
の
営
為
の
結
晶
で
あ
っ
た
と
い
う
、
当
た
り
前
の

こ
と
に
改
め
て
気
づ
く
の
で
あ
る
。

体
に
ど
の
学
術
分
野
に
お
い
て
も
、
そ
の
草
葬
期
に
は
、
英
雄

的
人
物
が
登
場
し
、
大
き
な
功
績
を
、
あ
げ
る
の
が
常
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
学
説
が
素
直
に
継
承
さ
れ
…
本
の
道
を
進
む
が
ご
と
く
発
展

し
て
い
く
こ
と
は
、
む
し
ろ
ま
れ
で
あ
っ
て
、
ま
わ
り
道
や
別
れ
道
、

辞
余
曲
折
を
経
て
、
徐
々
に
精
密
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

靖
代
の
学
者
の
札
一
記
中
に
一
瀬
炎
武
説
の
訂
正
を
企
図
す
る
も
の
を
見

出
す
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
、
そ
れ
は
何
も
音
韻
論
に
限
っ
た
こ
と
で

(
ね
)

は
な
い
。
本
稿
で
は
、
一
顧
炎
武
の
「
五
方
之
音
説
」
を
手
が
か
り
に
、

清
代
考
在
学
の
代
表
的
分
野
と
も
い
う
べ
き
音
韻
論
に
つ
い
て
、
そ

の
こ
と
を
や
や
異
体
的
に
確
か
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
学
術
史
を
形
成

し
て
い
く
、
一
人
ひ
と
り
の
学
者
た
ち
の
あ
り
方
も
、
ま
た
さ
ま
ざ

ま
で
あ
れ
ば
、
情
代
考
証
学
と
い
う
名
で
括
ら
れ
う
る
学
嵐
を
支
え

る
思
潮
も
ま
た
単
線
で
は
な
く
幾
重
に
も
複
雑
に
交
錯
し
な
が
ら
流

れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
例
え
ば
、
江
永
が
、
顧
炎
武
の
音
韻
観
に

疑
問
を
提
出
す
る
一
方
で
、
「
麗
山
顧
炎
武
寧
人
震
特
出
余
最
線
。

其
一
一
一
一
向
日
孔
子
簿
易
赤
不
能
改
方
音
:
:
:
非
具
特
識
能
是
一
一
一
一
回
乎
(
箆
山

の
額
炎
武
は
特
に
私
が
最
も
敬
服
す
る
学
者
で
あ
る
。
彼
は
孔
子
も
日
却
に
伝

を
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
方
一
一
一
一
回
音
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て

(お〉

い
る
:
:
:
こ
の
よ
う
な
発
言
は
優
れ
た
見
識
な
し
に
な
し
え
よ
う
か
ご
と

も
記
し
、
銭
大
析
が
、
顧
炎
武
の
学
問
に
対
す
る
姿
勢
を
批
判
し
な

が
ら
も
、
「
顧
氏
講
求
古
音
、
其
識
高
出
子
毛
奇
齢
輩
高
倍
、
市
大

(75) 



有
功
子
襲
林
者
也
(
殿
炎
武
の
古
音
研
究
は
、
そ
の
見
識
の
高
さ
は
毛
奇

齢
な
ど
は
る
か
に
し
の
い
で
お
り
学
街
に
対
す
る
功
績
に
は
大
き
な
も
の
が

(
お
)

あ
る
ご
と
書
き
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
。
我
々
は
、

清
代
考
誌
学
と
い
う
も
の
を
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
微
笑
ま
し
い
挿

話
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
顧
炎
武
ご
と
と
ら
ま
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
つ

主
(
1
〉
箆
山
(
江
蘇
省
)
の
人
。
名
は
鮮
、
宇
を
忠
清
と
い
っ
た
が
、
明
一

制
削
減
亡
後
、
名
を
炎
武
、
宇
を
寧
人
と
改
め
、
時
に
蒋
山
傭
の
変
名

を
用
い
た
っ
亭
林
は
そ
の
号
。

(
2
)
本
稿
に
お
け
る
宣
同
学
一
九
番
』
の
引
用
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
所
蔵
の
符
山
堂
臨
時
間
際
六
年
刊
本
に
も
と
づ
く
。

(
3
)
瀬
炎
武
の
古
音
十
部
説
と
後
代
の
学
説
史
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
論
蕃
を
参
販
の
こ
と
。
頼
惟
勤
「
願
炎
武
の
吋
一
一
符
本
音
』
に
つ

い
て
で

)
i
(
凶
)
」
(
円
御
茶
の
水
友
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』

第
二
十
一
巻
三
札

7
第
二
十
一
巻
一
号
・
第
二
十
三
巻
一
口
一
?
第

二
十
m
m
巻
二
号
、
一
九
六
八

i
J
九
七
一
年
)
、
額
惟
勤
司
鋭
文
入
門
』

(
大
修
館
害
賠
、
咽
九
八
一
二
年
)
っ

(
4
)
字
は
大
可
。
清
の
新
山
(
擬
江
省
)
の
人
。

(
5
)
字
は
尭
徴
。
滞
の
姦
定
(
江
蘇
省
)
の
人
。

(
6
)

「
資
」
も
「
真
」
韻
で
抑
制
問
字
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
け
る
願
炎
武

の

議

論

に

は

組

み

込

ま

れ

て

い

な

い

の

で

、

い

ゥ

(
7
)
間
前
。

(
8
)
間
前
。
「
身
」
は
「
真
」
韻
所
属
字
。

(
9
)
各
部
の
表
示
は
思
声
相
配
に
よ
り
、
平
声
韻
で
代
表
さ
せ
て
い
る
。

(
印
)
「
命
」
が
所
属
す
る
『
広
韻
』
去
声
四
十
一
一
一
「
映
」
韻
の
大
半
は

顧
炎
武
古
音
十
部
説
で
は
第
七
部
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
顧
炎
武

は
、
「
命
」
字
の
み
を
と
り
あ
げ
て
こ
れ
を
第
四
部
一
昨
原
料
宇
と
し
て
い

る
。
『
音
尚
子
五
書
』
詩
本
音
「
綴
鯨
」
第
三
章
の
掠
住
に
「
命
」
字

に
つ
い
て
「
古
音
瀦
苓
反
。
考
命
字
。
詩
凡
九
見
封
一
向
。
後
人
誤
入

四
十
一
一
一
映
韻
」
と
あ
る
。
「
縮
刷
菩
反
」
で
あ
れ
ば
、
中
古
音
で
は
、
去

声
二
十
一

Z
E
韻
所
属
字
、
古
音
十
部
説
一
で
は
、
第
四
部
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
「
綴
鯨
」
第
三
章
で
は
、
「
命
」
は
、
「
人

〔
真
ご
「
姻
〔
真
〕
」
「
信
〔
議
ご
と
押
韻
し
て
い
る
。

(
日
)
頼
惟
勤
「
清
朝
以
前
の
協
韻
説
に
つ
い
て
」
(
『
頼
惟
勤
著
作
集
I

中
箆
音
議
論
集
』
、
扱
吉
書
段
、
一
九
八
九
年
)
。

(
泣
)
『
間
態
金
書
総
目
提
要
b

恭
二
十
一
一
一
「
経
問
」
を
参
照
の
こ
と
。

(
日
)
ま
た
、
梁
啓
趨
も
『
湾
代
学
術
概
論
』
に
お
い
て
靖
代
学
街
の
啓

家
期
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
顧
炎
武
、
期
靖
、
関
若
穣
の
…
一
一
人
を

挙
げ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
Q

(
川
口

V

帰
技
。
字
は
一
李
嵐
山
(
江
蘇
省
〉
の
人
。

(
日
)
会
開
荘
集
』
巻
五

(
日
)

(
げ
)

(76) 

震
刊
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
「
符
山
愛

ぐ
っ
て
」
(
吋
文
教
大
学
文
学
部
紀
要
』
十
九
:

、二

O
O五
年
九
月
)
参
照
。



(
日
)
四
時
郎
提
要
は
、

b
J
M
知
録
』
の
内
容
を
、
そ
の
配
列
傾
に
、
経
義
、

政
事
、
世
風
、
札
制
側
、
科
挙
、
芸
文
、
雑
論
名
義
、
市
事
真
妄
、
史
法
、

註
書
、
雑
事
、
兵
及
外
国
事
、
天
象
術
数
、
地
抑
制
、
雑
考
と
整
理
し

て
い
る
。
な
お
、
現
寂
普
通
に
自
に
す
る
三
十
二
巻
本
吋
出
知
録
』
は
、

一
服
炎
武
の
死
後
ま
と
め
な
お
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
編
集
に
は
弟
子

の
播
来
が
探
く
間
関
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
初
刻
八
巻
本
の
次
第
を

基
本
的
い
な
が
ら
増
補
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る。

(
ゆ
)

巻
閤
参
照
。
顧
炎
武
は
、
同
様
の
例
を
挙
げ
た
う
え
で
、

於
方
音
耳
」
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。

(

却

〉

巻

十

参

照

。

(
幻
)
吋
潜
研
堂
文
集
』
巻
十
五
・
答
間
十
二
「
呉
才
老
子
一
一
一
一
臼
篇
有
叶
韻

之
説
{
広
三
条
。

(
詑
)
た
し
か
に
官
室
こ
に
は
、
《
未
消
》
卦
の
初
六
、
九
二
、
《
革
》
卦

の
九
五
、
上
六
、
《
橡
》
卦
の
初
六
二
ハ
こ
の
象
伝
、
が
い
ず
れ
も
削
ら

れ
て
い
る
。

(
お
)
『
潜
研
堂
文
集
』
巻
十
五
・
答
間
十
一
一
「
呉
才
卓
也
子
三
百
議
有
叶
韻

之
説
一
一
点
々
」
条
。
問
じ
古
橋
研
堂
文
集
』
巻
十
五
・
答
間
十
二
の
『
古

今
一
一
汚
点
同
一
韻
者
一
五
々
」
条
に
「
古
人
之
立
一
言
品
、
饗
成
文
部
矯
音
、
有

正
音
以
定
形
整
之
準
、
脊
斡
音
以
通
文
字
之
窮
。
縛
音
之
州
問
、
以
少

従
多
、
不
以
多
従
少
」
と
あ
る
の
も
こ
こ
と
詞
じ
意
味
で
あ
ろ
う
。

(
討
)
『
潜
研
蛍
文
集
』
巻
十
五
・
窓
口
間
十
二
「
三
吉
篇
多
以
命
輿
侵
韻

一
広
々
」
条
の
「
顧
氏
不
得
其
説
、
概
以
方
音
議
之
、
非
自
」
、
問
「
顧

氏

論

詩

見

一

お

々

」

条

の

「

顧

氏

不

知

音

存

主

有

縛

、

故
子
此
類
未
英
一
了
了
」
、
明
十
駕
斎
養
新
録
』
巻

の
「
願
一
氏
拘
予
備
芳
、
制
崩
…
字
不
嘗
有
向
音
、
故
子
此

等
来
能
?
j
f
」
な
ど
が
あ
る
。
不
規
制
問
な
押
韻
例
に
も
一
定
の
条
件

を
見
出
す
と
い
う
点
で
、
銭
大
析
の
転
音
説
は
一
殿
炎
武
よ
り
も
…
歩

進
ん
で
い
る
も
の
と
み
な
せ
よ
う
。
主
力
は
、
明
清
代
お
音
学
』
の
中

で
、
ヱ
兵
」
「
耕
」
の
通
韻
は
、
主
母
音
の
共
通
性
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
し
て
、
銭
大
析
の
解
釈
を
否
定
し
て
い
る
が
、
銭
大
析
が
段
玉

裁
に
…
定
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
そ
の
点
は

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
お
も
う
。

(
お
)
宮
崎
研
堂
文
集
』
巻
十
五
・
答
間
十
二
「
顧
氏
論
古
音
、
皆
以
偏
努

得
控
一
広
三
条
9

(
お
)
『
易
韻
』
序
。

(
幻
)
梁
啓
超
著
・
小
野
和
子
訳
注
『
清
代
学
術
概
論
』
(
平
凡
社
、

一
九
七
思
年
)
、
「
二
、
清
代
の
思
潮
の
変
遷
」
、
十
五
頁
。

(
お
)
そ
れ
が
魯
迅
の
い
う
鉄
翻
い
の
部
屋
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、

彼
ら
を
青
む
卵
で
あ
っ
た
の
か
、
今
こ
こ
で
は
あ
え
て
関
わ
な
い
こ

と
に
す
る
c

(
ぬ
)
字
は
填
修
。
繋
糠
(
安
徽
省
)
の
人
。

(
お
)
字
は
鳳
唱
。
清
の
嘉
定
(
安
徽
省
)
の
人
。

(
出
)
字
は
子
徳
、
ま
た
天
生
。
富
平
(
侠
西
省
)
の
入
。

(
幻
)
江
藩
『
宋
学
淵
源
記
』
巻
上
「
李
国
篤
」
の
条
。

(
お
)
例
え
ば
、
銭
大
所
『
十
駕
驚
養
新
録
』
に
は
、
巻
十
四
に
「
自
知

録
」
、
巻
十
六
に
「
社
少
綾
詩
用
韻
」
、
巻
十
九
に
「
非
三
公
布
橋
公
」

な
ど
が
み
え
る
。
ま
た
、
『
日
知
録
』
四
庫
提
要
に
は
、
関
若
壌
が
『
潜

(77) 



印
卯
街
記
』
を
作
り
『
日
知
録
』
を
正
す
こ
と
五
十
余
条
で
あ
っ
た
こ
と
、

若
壌
の
女
婿
の
沈
鍛
が
そ
れ
を
序
文
に
特
記
し
た
こ
と
、
越
執
信
の

手
に
な
る
間
氏
の
墓
誌
中
に
も
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

(
M
A
)

『
吉
晋
標
準
』
「
例
一
一
一
一
2
0

(
訪
)
司
潜
研
堂
文
集
』
巻
十
五
・
答
間
十
二
「
呉
才
老
子
三
百
篇
有
叶
韻

之
説
一
五
々
い
条
。

(
文
教
大
学
)
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